
７人の議員が一般質問

行政視察 「「道の駅」建設に向けた取り組み」について
「当別ふれあいバス（コミュニティバス）」について

委員会中間報告（総務文教常任委員会）、委員会報告（広報広聴常任委員会）

Ｐ４～10

Ｐ２～３

Ｐ11～13

定例会９月会議予定 ／ 定例会６月会報告 ／ 編集後記Ｐ14

←総務文教分科会
　白老アイヌ協会との懇談会
　（P13参照）

産業厚生分科会　→
白老建設協会との懇談会
（P13参照）

町議会とあなたを結ぶ
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　当別町は、札幌市とつながる国道337
号線の整備をチャンスと捉え、国道337
号沿線に、農産物・特産品などの販売に
加え、地域の様々な情報の発信拠点とな
る（仮称）当別町インフォメーションセ
ンターの設置を計画している。多くの人
を呼び込み、農村と都市の交流人口の拡
大、農産物販売を通じた農業の振興、町
内での購買の促進など、経済活動の活発
化を目指す、としている。（当別町道の
駅基本構想より抜粋）

　完成の目途は平成29年９月、すでに
平成27年度には実施設計も手掛けられ、
同28年度からは本体工事も始まる計画
であり、すでに地盤改良がスタートして
いるところである。

　総事業費はおよそ10億7500万円であ
り、道の駅本体、直売所、広場は町の整
備、駐車場は国の整備で行われる。

　この駐車場整備にもみられるが、この
道の駅整備で特筆すべきなのは、補助金
や助成を活用し、町の負担を軽減してい
る点である。前にも述べたが、道の駅の
駐車場整備は全額国によって行われるの
だが、これは特に冬期間の車両の待避所

　白老町議会は本年７月４日、北海道当別町に対し議員会（会長　松田謙吾）主催による行政視察を実施
した。行政視察の調査項目は「道の駅」整備に向けた取り組みと、当別ふれあいバスの２点であった。

としての必要性を帯びた施設だからであ
る。吹雪で全く視界が遮断される「ホワ
イトアウト」現象が生じることもあるな
ど、当別町の困難さを関係省庁に訴え、
その冬期間交通の非常時の対策として国
に整備を求めるという制度の設計、折衝
を行ってきた当別町の対応は、わが町も
大いに参考にすべきであると感じた。

　ほかにも、地域づくり総合交付金の活
用、地中熱を生かした再生可能エネルギ
ーの導入やそれに関連する補助金、農村
漁村振興交付金や地域活性化事業債の活
用など、可能な限りの補助金、交付金の
活用の上、ふるさと納税により、本整備
に対し２億7000万円も繰り入れられて
いるのである。ふるさと納税の大きさに
も目を見張るものがある。ここに、事業
化にあたっての制度設計の大切さ、補助
金の戦略的な活用の重要性を大いに感じ
ることとなった。

「「道の駅」建設に向けた取り組み」について

行政視察行政視察
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　白老町においては「元気号」の愛称で
知られている地域公共交通・福祉バスで
あるが、当別町では「当別ふれあいバ
ス」として事業実施は進められている。
現在の交通体系が整う前までは、ＪＲ駅
により市街地が２極化（本町地区・太美
地区）している状態の上、その２極化し
た市街地を結ぶバスは存在していなかっ
た。また、住民対象の路線は２路線しか
なく、企業・学校・病院などの事業者が
それぞればらばらに送迎を行っている状
態で一般住民には解放されてはいなかっ
た。この結果、重複路線があり非効率で
あるという課題、それぞれが負担してい
る経費の課題、利用者が限定されている
課題など、さまざまな課題が浮き彫りと
なっていた。

　そこで、路線・経費を町に一元化しよ
うという機運が行政主導の元高まり、平
成18年４路線７系統、87便ものバス路
線を整備して実証運航を開始したのであ
る。

　学ぶべき点の一つに、実証運航の意欲、
検証の徹底がある。実証運航は５年間も
の間継続され、平成18年度だけでも２
度のダイヤ改正など、実証期間内だけで
も８度ものダイヤ改正がされているので
ある。乗車実態、住民からの意見要望な
どを踏まえたこの実証運航の取り組みは、
住民要望に応えようとする当別町の熱意
のたまものである。ほかにもバイオディ
ーゼルなどの導入による徹底的なコスト
削減、それに関連する民間事業者の熱意
にも胸を打たれるものがあった。

　さらに評価すべきなのは、この事業の
設計が町職員により内製化されている点
である。コンサルタントに頼りがちな事
業であるが、「町にお金ないから、自分

たちでやろう。」という職員の姿勢に大
いに学ぶところがあると考える。伺うと、
担当職員はダイヤ改正の手法を学ぶため、
札幌市交通局に１週間通い詰めたそうで
ある。内製化することで、責任の所在も
明らかとなり、また事業で課題が起きた
時の改善もスムーズなのは言うまでもな
い。このやる気ある姿勢を生み出すリー
ダーシップ、責任共有できる組織の構築
が重要であると痛感した。

　職員、町民、事業者の熱意によって、
各事業者は独自のバス運行業務から解放
され、また町民は充実された地域公共交
通で快適に暮らせるという一石二鳥の事
業となり、運行事業の収入は1000万円
を維持、また利用者は年間14万人を突
破するなど、実績が数字となって表れて
いるのである。

　待合所の整備、バス祭りやバス通信な
ど利用促進事業の実施、全日空など大手
事業者との環境事業での提携など、単に
バス事業ではない、まさにまちづくり事
業としての押さえをしている当別町の事
例に、わが町も見習いつつ、白老になく
てはならないバス事業の制度設計、それ
を支える職員・職場の意欲喚起が何より
重要であると考える。

「当別ふれあいバス（コミュニティバス）」について
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大
渕

平
成
27
年
度
決
算
状
況
と
28

年
度
予
算
の
執
行
状
況
と
見
通
し
は

町
長

27
年
度
の
決
算
状
況
は
、
歳
入

１
０
３
億
１
１
６
９
万
８
０
０
０
円
、

歳
出
98
億
７
０
０
３
万
９
０
０
０
円
で

繰
越
事
業
一
般
財
源
を
除
い
た
決
算
剰

余
金
は
４
億
２
７
２
７
万
３
０
０
０
円

と
な
っ
て
お
り
、
財
政
調
整
基
金
へ
２

億
７
７
０
０
万
円
積
立
て
、
基
金
残
高

は
７
億
８
０
０
万
円
と
な
る
。
ま
た
国

民
健
康
保
険
会
計
は
、
１
億
１
３
４
７

万
８
０
０
０
円
の
赤
字
決
算
と
な
っ
て

い
る
。
28
年
度
は
決
算
余
剰
金
に
よ
る

繰
越
金
が
約
１
億
５
０
０
０
万
円
、
町

税
は
固
定
資
産
税
を
中
心
に
予
算
額
を

上
回
る
見
込
み
で
あ
る
。

大
渕

財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
の
見
直

し
状
況
と
重
点
項
目
は
何
か

町
長

本
年
度
３
年
に
一
度
の
見
直
し

を
行
う
が
、
９
つ
の
重
点
項
目
と
新
た

な
政
策
課
題
の
検
討
も
行
な
い
、
お
お

む
ね
９
月
頃
ま
で
に
原
案
作
成
、
12
月

ま
で
に
策
定
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

大
渕

財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
見
直
し

の
重
点
は
何
か
。
余
剰
金
が
出
た
ら

町
の
借
金
を
返
す
こ
と
、
現
在
毎
年

の
借
金
の
ト
ッ
プ
は
、
第
３
商
港
区

の
建
設
で
５
７
０
０
万
円
だ
が
、
船

の
入
ら
な
い
港
（
島
防
波
堤
）
建
設

は
や
め
て
、
縮
小
・
延
期
を
す
る
べ

き
と
考
え
る
が
町
の
考
え
は

答
弁

今
以
上
基
金
残
高
を
ふ
や
す
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。
今
後
余
剰
金
が

出
た
場
合
は
借
金
返
済
に
充
て
た
い
と

考
え
て
い
る
。
第
３
商
港
区
建
設
に
つ

い
て
は
、
国
と
の
か
か
わ
り
も
あ
る
が

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

大
渕

象
徴
空
間
整
備
の
今
後
の
見

通
し
・
周
辺
整
備
の
方
向
性
は

町
長

平
成
29
年
度
に
国
へ
用
地
を
売

却
す
る
予
定
で
あ
り
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

で
国
と
協
議
中
の
も
の
は
、
温
泉
施
設

整
備
、
ポ
ロ
ト
湖
周
辺
道
路
や
ポ
ロ
ト

社
台
線
の
整
備
、
駐
車
場
の
設
置
、
踏

切
周
辺
の
渋
滞
緩
和
、
駅
跨
線
橋
の
改

修
等
が
あ
る
。

大
渕

町
立
病
院
の
方
向
性
は

町
長

人
工
透
析
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
の
新
設
、
介
護
老
人
保
健
施

設
き
た
こ
ぶ
し
の
継
続
に
つ
い
て
は
、

実
施
は
厳
し
い
、
病
床
数
は
43
床
程
度

と
考
え
て
い
る
。

大
渕

完
成
ま
で
に
時
間
が
か
か
り

す
ぎ
る
。
町
民
も
病
院
職
員
も
望
ん

で
い
る
の
は
建
て
る
と
決
め
た
ら
１

カ
月
で
も
１
年
で
も
早
く
建
て
る
こ

と
で
は
な
い
か

副
町
長

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
決
ま
っ
て

い
る
が
詰
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
な
ら

詰
め
て
い
き
た
い
。

大
渕

元
気
号
の
改
善
方
策
は

町
長

実
証
実
験
に
よ
り
町
立
病
院
か

ら
虎
杖
浜
方
面
ま
で
の
追
加
運
行
を
実

施
予
定
で
あ
り
、
今
議
会
に
補
正
予
算

を
提
案
し
て
い
る
。

大
渕

町
の
政
策
決
定
の
手
法
と
そ

の
プ
ロ
セ
ス
は

町
長

理
事
者
、
総
務
、
企
画
、
財
政

各
課
長
に
よ
る
経
営
会
議
を
設
置
し
、

関
係
課
長
と
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
経
営
調

整
会
議
を
設
け
、
政
策
判
断
を
的
確
に

行
う
体
制
づ
く
り
を
行
っ
た
。

大
渕

社
会
教
育
団
体
に
対
す
る
町

の
方
針
の
徹
底
手
法
に
つ
い
て

教
育
長

本
来
、
社
会
教
育
団
体
は
、

自
主
的
、
自
発
的
に
活
動
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
が
、
成
果
が

広
く
町
民
に
還
元
で
き
て
い
な
い
場
合

は
、
精
査
・
評
価
し
教
育
委
員
会
の
考

え
方
の
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

大
渕

高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
文

化
・
体
育
団
体
に
対
す
る
方
針
は

教
育
長

高
齢
者
の
方
々
が
い
く
つ
に

な
っ
て
も
社
会
と
関
わ
り
な
が
ら
、
地

域
社
会
の
主
役
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ

う
、
環
境
整
備
に
努
め
て
い
る
。

大
渕

町
と
し
て
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

政
策
を
持
つ
べ
き
で
は

教
育
長

広
く
町
民
の
意
思
を
聞
き
な

が
ら
将
来
に
向
け
て
町
づ
く
り
の
一
躍

を
担
う
と
い
う
意
識
で
取
り
組
ん
で
行

く
。

質 問

質 問

町
財
政
と
財
政
健
全
化

プ
ラ
ン
に
つ
い
て

社
会
教
育
の
基
本
的
考
え
方
に

つ
い
て

町　財　政町　財　政

大
渕　

紀
夫
議
員

Ｑ　第３商港区（島防波堤）建設はやめて
　　　縮小・延期すべき

Ａ　国とのかかわりもあるが
　　　考えていかなければいけない

Ｑ　

町
と
し
て
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

　

政
策
を
も
つ
べ
き
で
は

Ａ　

ま
ち
づ
く
り
の
一
躍
を

　

担
う
と
い
う
意
識
で

　

取
り
組
ん
で
行
き
た
い
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前
田

一
般
会
計
の
平
成
27
年
度
決

算
状
況
は

町
長

決
算
剰
余
金
は
４
億
２
７
０
０

万
円
で
次
年
度
繰
越
金
に
１
億
５
０
０

０
万
円
、
財
政
調
整
基
金
積
立
に

２
億
７
７
０
０
万
円
、
財
政
調
整
基
金

残
高
は
７
億
８
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

前
田

超
過
課
税
額
と
職
員
給
与
削

減
額
を
除
い
た
実
質
的
な
決
算
額
は

町
長

６
６
０
０
万
円
の
黒
字
で
あ
る
。

前
田

27
年
度
の
決
算
額
を
相
対
的

に
み
て
、
町
の
財
政
は
赤
字
体
質
か

ら
脱
却
し
、
自
立
し
た
と
理
解
し
て

よ
い
の
か

町
長

予
算
確
保
の
中
で
ま
ち
づ
く
り

事
業
推
進
し
て
い
る
こ
と
で
は
体
質
と

し
て
は
脱
却
し
て
い
る
。

前
田

平
成
21
年
度
か
ら
28
年
度
の

８
年
間
の
超
過
課
税
額
の
総
額
は

答
弁

22
億
８
０
０
万
円
で
あ
る
。

前
田

27
年
度
決
算
で
超
過
課
税
額

と
職
員
給
与
削
減
額
の
合
計
額
が

３
億
６
０
０
０
万
円
。
決
算
剰
余
金

は
４
億
２
０
０
０
万
円
で
２
つ
の
負

担
額
を
上
回
っ
て
い
る
。
大
幅
な
黒

字
決
算
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
財
政

健
全
化
プ
ラ
ン
見
直
し
で
町
民
負
担

の
超
過
課
税
を
段
階
的
に
引
き
下
げ

て
い
く
考
え
は

副
町
長

ゼ
ロ
に
戻
す
の
は
難
し
い
。

町
民
の
生
活
安
定
化
を
目
指
す
事
業
展

開
の
中
で
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。

前
田

職
員
給
与
削
減
総
額
は
９
年

間
で
９
億
２
７
０
０
万
円
に
な
っ
て

い
る
。
給
与
見
直
し
の
前
提
は
町
民

負
担
の
軽
減
・
職
員
数
の
適
正
管

理
・
財
政
再
建
等
で
あ
る
が
、
職
員

給
与
削
減
の
継
続
と
削
減
率
の
見
通

し
は

町
長

職
員
に
今
ま
で
大
き
な
負
担
を

お
願
い
し
て
き
た
。
財
政
健
全
化
が
進

む
中
に
お
い
て
、
早
期
に
削
減
率
の
緩

和
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。　

前
田

国
の
ア
イ
ヌ
博
物
館
の
開
設

に
向
け
て
町
と
し
て
の
イ
ン
フ
ラ
や

施
設
等
の
整
備
が
急
務
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
位
置
づ
け
と
事
業
費
及
び

財
源
措
置
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か

町
長

本
年
度
の
象
徴
空
間
市
街
地
活

性
化
調
査
検
討
事
業
に
よ
っ
て
周
辺
整

備
計
画
を
定
め
て
い
く
予
定
。
事
業
費

は
現
段
階
で
は
見
込
め
な
い
。
ポ
ロ
ト

温
泉
整
備
は
民
設
民
営
と
す
る
。
財
源

措
置
は
土
地
の
売
却
と
補
助
金
等
に

よ
っ
て
財
源
確
保
を
図
る
。

前
田

平
成
32
年
度
ま
で
に
大
型
バ

ス
駐
車
場
・
温
泉
施
設
・
ポ
ロ
ト
公

園
線
等
周
辺
道
路
・
博
物
館
建
設
用

地
の
支
障
物
件
の
除
去
等
の
計
画
的

な
着
手
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
早

急
に
工
程
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
す
べ
き

で
は
な
い
か

答
弁

緊
急
事
業
も
含
め
て
市
街
地
調

査
検
討
事
業
の
中
で
こ
と
し
の
秋
ま
で

に
工
程
表
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

前
田

ポ
ロ
ト
温
泉
は
民
設
民
営
と

す
る
な
ら
ば
企
業
誘
致
と
な
る
。
誘

致
活
動
の
感
触
と
事
業
者
選
定
の
タ

イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
は

町
長

28
年
度
内
に
事
業
者
の
公
募
を

実
施
し
た
い
。

前
田

町
立
病
院
改
築
が
平
成
32
年
、

象
徴
空
間
整
備
も
32
年
、
ポ
ロ
ト
温

泉
建
設
は
30
年
と
大
型
事
業
が
重
複

す
る
た
め
財
源
的
な
裏
づ
け
が
必
要
。

超
過
課
税
を
継
続
す
る
の
で
あ
れ
ば

重
要
政
策
実
現
の
た
め
に
超
過
課
税

額
の
半
分
を
特
定
目
的
財
源
と
し
て

事
業
資
金
に
充
当
す
べ
き
。
膨
大
な

赤
字
を
垂
れ
流
し
て
い
る
バ
イ
オ
マ

ス
燃
料
化
施
設
を
休
廃
止
し
そ
の
経

費
を
病
院
改
築
等
の
財
源
に
回
す
べ

き
で
は

副
町
長

超
過
課
税
の
部
分
を
特
定
基

金
的
な
も
の
に
し
て
事
業
に
充
て
て
町

民
に
還
元
し
て
い
き
た
い
。
バ
イ
オ
マ

ス
事
業
は
国
の
関
係
と
健
全
化
プ
ラ
ン

見
直
し
の
中
で
進
め
方
を
出
し
て
い
き

た
い
。

前
田

町
の
課
題
に
的
確
に
対
応
し

た
政
策
形
成
能
力
を
高
め
、
方
向
性

を
定
め
て
、
財
源
的
な
裏
づ
け
を
図

り
、
集
中
的
に
資
金
投
入
を
し
な
け

れ
ば
町
づ
く
り
は
前
に
進
ま
な
い
。

そ
の
判
断
は

副
町
長

日
々
の
政
策
づ
く
り
を
し
っ

か
り
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

実
効
性
、
迅
速
性
を
持
っ
た
町
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

こ
の
ほ
か
「
小
中
一
貫
教
育
」
に

　

つ
い
て
質
問
し
た
。

質 問

財
政
運
営
と
財
政
健
全
化

プ
ラ
ン
に
つ
い
て

一 般 質 問

財政運営・財政健全化プラン財政運営・財政健全化プラン

前
田　

博
之
議
員

Ｑ　ポロト温泉の民設民営による
　　　事業者の選定は

Ａ　今年度内に事業者を公募したい
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西
田

集
落
対
策
の
必
要
性
の
高
ま

り
か
ら
、
総
務
省
で
は
集
落
支
援
員

制
度
を
創
設
し
、
市
町
村
は
制
度
を

策
定
し
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い

る
が
、
白
老
町
の
現
状
と
課
題
は

町
長

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
は
３

５
１
７
人
、
高
齢
者
世
帯
は
５
０
６
０

世
帯
、
単
身
高
齢
者
は
２
３
９
４
世
帯
、

介
護
認
定
者
は
１
３
９
４
人
で
あ
る
。

平
成
25
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
75
歳
以
上

の
高
齢
世
帯
の
42
・
７
％
が
自
家
用
車

を
保
有
し
て
い
な
い
。
65
歳
以
上
の
老

老
介
護
は
１
１
５
世
帯
程
度
と
見
込
ま

れ
、
支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の
増

加
が
進
み
、
高
齢
者
支
援
の
一
層
の
充

実
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

西
田

北
海
道
集
落
対
策
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
に
白
老
町
内
の
２
事
業
所
が
先

進
的
取
り
組
み
と
し
て
紹
介
さ
れ
て

い
る
が
、
町
と
し
て
の
評
価
は

町
長

無
料
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
、
購

入
商
品
の
配
達
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

る
商
店
と
、
介
護
保
険
で
は
対
応
で
き

な
い
買
い
物
や
家
事
、
草
取
り
、
除
雪
、

福
祉
有
償
運
送
を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
は
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
を
支
え
る

必
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

西
田

集
落
対
策
の
必
要
性
や
緊
急

性
に
つ
い
て
、
町
民
に
き
ち
ん
と
説

明
し
て
き
た
か

答
弁

今
ま
で
し
て
い
な
い
。

西
田

北
海
道
に
お
け
る
集
落
対
策

の
８
項
目
の
視
点
と
課
題
の
認
識
は

町
長

生
活
交
通
、
買
い
物
支
援
、
高

齢
者
支
援
、
移
住
・
定
住
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
、
産
業
・
担
い
手
、
空
き
家
、

廃
屋
対
策
の
８
項
目
で
あ
り
、
歳
入
減

に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
縮
小
や
地
域

活
力
や
ま
ち
づ
く
り
の
機
能
の
低
下
を

も
た
ら
す
重
要
な
問
題
と
捉
え
て
い
る
。

西
田

集
落
支
援
員
制
度
は
１
名
に

つ
き
３
５
０
万
が
特
別
交
付
税
に
算

入
さ
れ
る
、
８
項
目
全
て
に
集
落
支

援
員
を
配
置
し
対
策
を
講
じ
る
べ
き

答
弁

地
区
別
か
対
策
項
目
別
か
協
議

し
、
何
ら
か
の
方
法
で
ふ
や
す
方
向
で

検
討
し
た
い
。

西
田

５
年
後
、
10
年
後
の
児
童
・

生
徒
数
の
予
測
は

教
育
長

５
年
後
の
小
学
生
５
３
５
人
、

中
学
生
２
９
７
人
で
10
年
後
の
推
計
は

難
し
い
。

西
田

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

制
度
創
設
の
背
景
は

教
育
長

学
校
運
営
に
地
域
住
民
や
保

護
者
が
参
画
し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
特
色
あ
る
学
校
を
実
現
す
る
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
再
生
や
地
方
創
生
の
観
点
か
ら
学
校

と
地
域
の
連
携
・
協
働
の
必
要
性
か
ら

定
め
ら
れ
た
制
度
で
あ
る
。

西
田

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
を

取
り
巻
く
現
状
と
課
題
は

教
育
長

今
ま
で
は
「
地
域
に
開
か
れ

た
学
校
」
と
い
う
表
現
で
、
学
校
の
立

ち
位
置
の
意
識
が
高
く
地
域
の
方
々
が

な
か
な
か
入
っ
て
い
け
な
か
っ
た
。
こ

れ
か
ら
の
姿
勢
は
「
地
域
と
と
も
に
あ

る
学
校
」
と
位
置
づ
け
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
は
、
積
極
的
に
学

校
が
地
域
に
出
て
い
き
、
子
ど
も
た
ち

の
教
育
に
当
た
る
と
い
う
理
念
を
表
す

言
葉
で
あ
る
。

西
田

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

開
設
と
学
校
運
営
協
議
会
規
則
制
定

の
時
期
は

答
弁

平
成
29
年
３
月
を
目
標
に
設
立

準
備
を
行
い
、
そ
れ
に
間
に
合
う
よ
う

に
規
則
の
制
定
を
し
た
い
。

質 問

質 問

集
落
支
援
対
策
に
つ
い
て

教
育
推
進
基
本
計
画
に

つ
い
て

集落対策・学校教育集落対策・学校教育

Ｑ　８項目全てに集落支援員を
　　　配置し対策を講じるべき

Ｑ　コミュニティ・スクールの
　　　開設時期は

Ａ　ふやす方向で検討する

Ａ　平成29年3月に設立したい

西
田　

子
議
員
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吉
田

総
務
省
の
示
す
北
海
道
の
地

域
医
療
構
想
を
踏
ま
え
た
新
公
立
病

院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
の
整
合
性

は
図
ら
れ
て
い
る
の
か

町
長

新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
①

施
設
の
新
設
・
建
替
等
を
行
う
予
定
の

公
立
病
院
に
お
け
る
施
設
整
備
費
等
の

抑
制
、
②
病
床
数
削
減
等
の
見
直
し
に

よ
る
病
床
利
用
率
の
向
上
、
③
北
海
道

地
域
医
療
構
想
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
へ
の
病
院
の
役
割
を
協
議

検
討
し
て
お
り
整
合
性
を
図
っ
て
い
る
。

吉
田

25
年
に
策
定
さ
れ
た
町
立
病

院
経
営
改
善
計
画
は
病
院
改
築
計
画
、

基
本
計
画
、
新
病
院
改
革
プ
ラ
ン
を

う
け
改
正
は
さ
れ
る
の
か

答
弁

経
営
改
善
計
画
に
つ
い
て
は
、

改
築
基
本
計
画
で
事
業
費
、
収
支
計
画
、

運
営
予
算
等
も
示
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

公
立
病
院
新
改
革
プ
ラ
ン
と
い
う
こ
と

で
の
見
直
し
を
か
け
る
考
え
で
あ
る
。

吉
田

28
年
秋
こ
ろ
ま
で
に
実
施
さ

れ
る
財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
の
見
直
し

に
合
わ
せ
病
院
改
築
基
本
計
画
を
策

定
し
て
い
く
と
し
て
い
る
が
、
町
民

の
声
、
要
望
を
ど
う
反
映
し
町
と
し

て
の
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
く
の

か町
長

本
年
１
月
に
町
内
会
連
合
会
、

各
町
民
団
体
、
町
立
病
院
運
営
審
議
会
、

公
募
に
よ
る
町
民
を
合
わ
せ
た
病
院
改

築
協
議
会
か
ら
意
見
・
要
望
を
伺
い
、

基
本
方
針
策
定
検
討
委
員
会
で
方
針
決

定
を
し
て
い
る
。
今
後
、
病
院
改
築
協

議
会
の
意
見
の
聴
取
、
町
立
病
院
を
守

る
友
の
会
の
声
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
実
施
な
ど
多
く
の
町
民
の
意
見
を

聞
く
。

吉
田

町
立
病
院
の
基
本
理
念
「
患

者
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
、
笑
顔
と
思
い

や
り
の
あ
る
病
院
づ
く
り
」
で
地
域

医
療
を
確
保
す
る
こ
と
が
最
大
の
責

務
と
し
て
い
る
が
、
収
支
バ
ラ
ン
ス
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
等
今
後
の

経
営
方
針
も
含
め
た
町
長
の
目
指
す

病
院
の
あ
り
方
は

町
長

高
齢
化
率
の
上
昇
、
象
徴
空
間

開
設
に
よ
る
交
流
人
口
増
に
伴
う
救
急

医
療
、
安
心
の
子
育
て
の
た
め
の
小
児

医
療
、
３
連
携
の
実
行
等
医
療
従
事
者

の
確
保
と
定
着
を
図
り
町
の
地
域
医
療

を
確
保
す
る
。
新
病
院
で
も
入
院
・
外

来
等
、
医
業
収
益
増
収
や
長
期
的
コ
ス

ト
を
低
減
し
、
一
般
会
計
繰
り
入
れ
を

縮
減
で
き
る
経
営
改
善
を
重
視
し
て
実

践
す
る
。

吉
田

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構

築
に
お
け
る
在
宅
訪
問
診
療
の
拡
大

と
体
制
整
備
を
重
要
課
題
と
し
て
い

る
が
、
い
つ
頃
実
施
と
考
え
て
い
る

の
か

町
長

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し

く
暮
ら
せ
る
よ
う
住
ま
い
・
医
療
・
介

護
・
予
防
・
生
活
支
援
を
地
域
で
包
括

的
に
確
保
し
シ
ス
テ
ム
構
築
を
図
る
。

　

現
在
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
中
心
と
す

る
在
宅
訪
問
医
療
を
実
施
し
て
い
る
が
、

さ
ら
に
在
宅
訪
問
医
療
の
拡
大
を
図
っ

て
い
く
。

吉
田

町
立
病
院
の
基
本
構
想
で
は

改
築
に
20
数
億
円
掛
か
る
と
し
て
い

る
が
、
今
後
の
診
療
科
設
置
の
方
向

性
で
は
人
工
透
析
診
療
科
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
の
設
置
は
厳
し
い
。

病
床
数
は
15
床
の
減
、
介
護
老
人
保

健
施
設
「
き
た
こ
ぶ
し
」
の
経
営
存

続
は
厳
し
い
と
の
方
向
性
が
示
さ
れ

た
が
、
何
を
基
準
に
置
き
検
討
さ
れ

た
の
か

町
長

人
工
透
析
診
療
科
は
医
療
従
事

者
の
確
保
、
高
額
な
設
備
投
資
、
維
持

管
理
経
費
等
で
実
施
は
厳
し
い
。
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
は
現
有
施
設
規
模

の
機
能
訓
練
室
・
医
療
機
器
の
整
備
を

最
優
先
す
る
。
病
床
数
は
将
来
人
口
、

病
床
利
用
率
70
％
確
保
で
43
床
保
有
を

基
本
と
し
た
。
き
た
こ
ぶ
し
は
厳
し
い

経
営
環
境
と
新
基
準
の
設
備
投
資
が
多

大
と
な
り
経
営
存
続
は
厳
し
い
。

吉
田

改
築
基
本
構
想
を
策
定
す
る

う
え
で
有
床
診
療
所
、
家
庭
医
制
度

に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
か

町
長

経
営
に
つ
い
て
は
地
域
医
療
を

確
保
し
将
来
は
「
か
か
り
つ
け
医
機

能
」
を
有
す
る
家
庭
医
な
ど
を
検
証
す

る
。こ

の
ほ
か
「
成
年
後
見
人
制
度
」
に

つ
い
て
質
し
た
。

質 問

白
老
町
立
国
民
健
康
保
険
病
院

改
築
基
本
構
想
に
つ
い
て

一 般 質 問

町  立  病  院町  立  病  院

吉
田　

和
子
議
員

Ｑ　病院改築における診療科設置の方向性は

Ａ　人工透析・リハビリテーション科新設と
　　「きたこぶし」存続は厳しい、病床数は15床の減
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氏
家

環
境
省
の
補
助
事
業
を
活
用

し
、
町
内
会
が
所
有
す
る
街
路
灯
１

７
５
０
灯
を
平
成
29
年
度
内
に
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
灯
へ
と
交
換
す
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

　

町
内
会
が
所
有
す
る
街
路
灯
を
平

成
39
年
ま
で
（
10
年
間
）
町
へ
所
管

替
え
し
、
40
年
か
ら
は
所
管
を
町
か

ら
町
内
会
に
戻
す
と
あ
る
が
、
10
年

後
の
課
題
は

町
長

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
灯
の
耐
用
年
数
の

問
題
が
あ
る
。
一
般
的
に
10
年
と
言
わ

れ
て
お
り
、
町
か
ら
町
内
会
へ
所
管
を

戻
す
平
成
40
年
以
降
に
、
灯
具
の
交
換

を
要
す
る
状
況
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

10
年
後
の
各
町
内
会
で
、
街
路
灯
の
交

換
や
修
繕
と
い
っ
た
維
持
管
理
が
で
き

る
か
と
い
う
こ
と
も
課
題
で
あ
る
。

氏
家

10
年
後
の
管
理
運
営
に
つ
い

て
は
町
内
会
運
営
が
難
し
い
状
況
が

想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
町
が
行
う

べ
き
で
は

町
長

現
時
点
で
は
、
あ
く
ま
で
町
内

会
所
有
の
街
路
灯
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

町
内
会
へ
戻
す
こ
と
と
し
て
考
え
て
い

る
が
、
今
後
の
地
域
状
況
や
社
会
情
勢

に
よ
っ
て
は
、
維
持
管
理
方
法
を
は
じ

め
、
街
路
灯
の
必
要
と
さ
れ
る
設
置
数

や
電
気
料
補
助
の
負
担
割
合
等
に
つ
い

て
、
町
内
会
と
協
議
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

氏
家

元
気
号
の
現
行
ダ
イ
ヤ
を
補

完
す
る
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　

企
業
・
団
体
・
学
校
等
が
所
有
す

る
バ
ス
を
活
用
す
る
考
え
は　
　
　

町
長

以
前
の
白
老
町
地
域
公
共
交
通

総
合
連
携
計
画
策
定
時
、
他
が
所
有
す

る
バ
ス
の
混
乗
が
提
案
に
あ
っ
た
が
、

実
施
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

再
び
今
回
検
討
す
る
地
域
公
共
交
通
活

性
化
事
業
に
お
い
て
、
７
月
よ
り
町
内

事
業
所
や
住
民
な
ど
を
対
象
に
調
査
・

検
討
を
進
め
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で

あ
り
、
そ
の
過
程
で
、
バ
ス
な
ど
を
所

有
す
る
企
業
等
と
も
協
議
し
て
い
く
。

ま
た
、
元
気
号
の
現
行
ダ
イ
ヤ
を
補
完

す
る
対
策
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
が
所

有
す
る
車
両
な
ど
を
活
用
し
て
、
早
期

に
実
施
可
能
な
方
法
に
よ
り
運
行
の
空

白
時
間
を
解
消
す
る
対
策
を
図
る
。

氏
家

平
成
25
年
度
実
施
の
緊
急
雇

用
創
出
推
進
事
業
に
お
い
て
、
約
５

４
０
万
円
の
補
助
金
を
返
還
す
る
こ

と
と
な
り
、
事
業
委
託
を
受
け
た
法

人
の
元
経
営
者
に
対
し
、
損
害
を

被
っ
た
部
分
の
請
求
行
為
を
行
う
と

議
会
で
も
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
経
過

と
現
状
は　

町
長

本
事
業
の
受
託
者
で
あ
る
農
業

生
産
法
人
し
ら
お
い
産
直
セ
ン
タ
ー
合

同
会
社
元
代
表
に
対
し
、
補
助
金
返
還

額
全
額
を
請
求
す
る
通
知
書
を
本
年
３

月
に
送
付
し
、
４
月
に
元
代
表
と
話
し

合
い
を
行
い
、
現
在
、
継
続
協
議
中
で

あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

氏
家

関
係
職
員
の
処
分
に
つ
い
て

の
経
過
と
結
果
は

町
長

昨
年
12
月
30
日
付
で
管
理
監
督

者
２
名
と
、
こ
の
事
業
に
職
務
外
で
関

係
し
た
職
員
の
、
合
わ
せ
て
３
名
を
訓

告
処
分
に
、
関
係
職
員
１
名
を
厳
重
注

意
処
分
と
し
た
。
今
後
、
公
表
の
あ
り

方
に
つ
い
て
は
事
案
の
重
要
性
に
鑑
み

対
応
す
る
。

質 問

質 問

生
活
環
境
に
つ
い
て

観
光
連
携
型
６
次
産
業
人
材

育
成
事
業
に
つ
い
て

生活環境・観光連携型６次産業人材育成事業生活環境・観光連携型６次産業人材育成事業

氏
家　

裕
治
議
員

Ｑ　街灯のＬＥＤ化
　　　10年後の運営管理は町が行うべき

Ａ　町内会と協議を進める

Ｑ　「補助金返還請求」事業受託者に
　　 対しての対応は

Ａ　元代表とは継続協議中である
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森

耐
用
年
数
を
超
過
し
た
町
営
住

宅
の
今
後
の
整
備
は

町
長

耐
用
年
数
を
超
過
し
て
い
る
町

営
住
宅
は
１
１
５
棟
で
４
７
７
戸
あ
り
、

50
・
２
％
の
町
営
住
宅
が
耐
用
年
数
を

超
過
し
て
い
る
。
老
朽
化
の
著
し
い
住

棟
は
、
用
途
廃
止
を
行
う
と
し
て
い
る

が
進
ん
で
い
な
い
。
今
後
、
住
宅
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
と
合
わ
せ
老
朽

化
し
た
住
宅
の
方
向
性
を
示
し
て
い

く
。森

町
営
住
宅
の
充
足
率
と
入
居
待

ち
の
件
数
は

町
長

管
理
戸
数
９
５
１
戸
に
対
し
政

策
的
に
空
け
て
い
る
戸
数
も
含
め
１
３

９
戸
が
空
き
、
入
居
率
は
85
・
４
％
で

あ
る
。
入
居
待
ち
の
状
況
と
し
て
は
、

青
葉
団
地
・
日
の
出
団
地
で
21
名
の
方

が
待
機
し
て
い
る
。

森

町
営
住
宅
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

改
修
す
る
費
用
の
概
算
は

答
弁

住
宅
内
、
周
辺
整
備
の
改
修
で

概
算
と
し
て
は
約
８
０
０
万
か
か
る
。

森

町
営
住
宅
に
お
け
る
段
差
対
策

は答
弁

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
対
応
し
て
い

る
の
は
日
の
出
団
地
の
み
。
他
の
団
地

に
つ
い
て
は
現
時
点
で
は
答
え
ら
れ
な

い
が
、
今
後
の
住
宅
の
あ
り
方
と
し
て

考
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
計

画
を
つ
く
っ
て
い
く
中
で
方
向
性
を
示

し
て
い
く
。

森

住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
推
進

状
況
は

町
長

プ
ラ
ン
の
計
画
と
合
わ
せ
公
営

住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
を
作
成
し
、
各

団
地
の
外
壁
・
屋
根
の
補
修
、
給
水
管

の
取
替
な
ど
を
計
画
に
盛
り
込
ん
で
い

る
が
、
財
政
状
況
の
要
因
か
ら
計
画
ど

お
り
に
な
っ
て
い
な
い
。

森

町
営
住
宅
の
住
民
の
方
と
計
画

を
共
有
す
る
べ
き
で
は
な
い
か

答
弁

計
画
を
見
直
す
ま
で
の
間
に
各

住
宅
に
出
向
い
て
調
査
を
し
、
そ
の
中

で
説
明
を
し
て
い
く
。

森

町
営
住
宅
の
環
境
を
保
つ
た
め

の
対
策
は

町
長

小
破
修
繕
等
に
つ
い
て
は
、
維

持
補
修
業
務
委
託
の
中
で
速
や
か
に
対

応
を
行
う
。
老
朽
化
に
よ
る
大
き
な
補

修
等
に
つ
い
て
は
、
計
画
を
立
て
行
う

こ
と
と
す
る
。

森

老
朽
化
し
て
い
る
住
宅
に
お
い

て
、
窓
枠
の
修
繕
・
ネ
ズ
ミ
対
策
が

必
要
で
は

答
弁

窓
枠
の
改
修
は
長
寿
命
化
計
画

に
計
画
と
し
て
は
あ
る
が
、
予
算
等
の

要
因
で
進
ん
で
い
な
い
。
ネ
ズ
ミ
の
発

生
要
因
と
し
て
、
床
下
換
気
口
が
腐
っ

て
ネ
ズ
ミ
が
発
生
し
て
い
る
要
因
と
考

え
ら
れ
る
。
現
地
を
調
査
し
、
優
先
順

位
を
つ
け
修
繕
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と

考
え
る
。
予
算
の
関
係
で
一
度
で
は
で

き
な
い
が
、
組
み
立
て
を
し
な
が
ら
対

応
を
し
て
い
く
。

森

は
ま
な
す
団
地
の
環
境
を
町
と

し
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か

町
長

昨
年
９
月
と
今
年
の
１
月
に
高

波
に
よ
り
北
吉
原
海
岸
の
傾
斜
護
岸
を

越
波
し
た
こ
と
か
ら
、
入
居
者
の
避
難

を
行
っ
た
。
今
後
も
状
況
に
応
じ
対
応

し
て
い
く
。
こ
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

国
に
対
し
説
明
を
行
う
と
と
も
に
減
災

対
策
を
実
施
す
る
よ
う
要
望
を
行
っ
て

い
る
。

森

は
ま
な
す
団
地
は
障
が
い
の
あ

る
方
対
応
の
町
営
住
宅
だ
が
、
ベ
ラ

ン
ダ
か
ら
の
ス
ロ
ー
プ
の
勾
配
が
急

で
危
険
で
は　

答
弁

現
地
を
調
査
し
対
応
し
て
い
く
。

森

は
ま
な
す
団
地
の
移
転
対
策
は

副
町
長

は
ま
な
す
団
地
の
移
転
を
考

え
て
い
る
。
教
員
住
宅
や
職
員
住
宅
を

活
用
し
、
コ
ス
ト
を
抑
え
た
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
の
方
法
を
検
討
し
て
い
る
。

森

町
営
住
宅
に
お
け
る
高
齢
化
対

応
の
考
え
方
は

副
町
長

高
齢
化
に
よ
り
通
常
の
町
営

住
宅
で
は
暮
ら
し
づ
ら
い
環
境
で
あ
る
。

計
画
の
見
直
し
時
に
建
設
課
だ
け
で
な

く
高
齢
者
介
護
課
、
健
康
福
祉
課
と
連

携
を
図
り
全
体
的
な
福
祉
住
宅
の
あ
り

方
を
検
討
し
て
い
く
。

質 問

町
営
住
宅
の
現
状
と
今
後
の

見
通
し
に
つ
い
て

一 般 質 問

町  営  住  宅町  営  住  宅

森　
　

哲
也
議
員

Ｑ　町営住宅の環境を保つ対策は

Ａ　修繕等については
　　　維持補修業務委託の中で速やかに対応を行う
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松
田

病
院
改
築
に
係
る
経
営
診
断
、

議
会
の
調
査
、
24
年
再
度
の
経
営
診

断
の
病
院
改
築
に
係
る
委
託
料
と
具

体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

町
長

17
年
18
年
経
営
診
断
に
３
９
９

万
円
、
議
会
の
調
査
特
別
委
員
会

現
地
調
査
に
２
９
８
万
６
０
０
０

円
。
24
年
病
院
の
今
後
の
あ
り
方
方

向
性
を
示
す
検
討
資
料
と
し
て
の
委

託
料
１
７
８
万
５
０
０
０
円
、
総
額

８
７
６
万
１
０
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

松
田

任
期
内
（
31
年
）
の
病
院
改

築
の
政
策
判
断
に
つ
い
て

町
長

28
年
度
秋
頃
改
築
計
画
、
30
年

基
本
設
計
、
31
年
実
施
設
計
。
32
か
ら

33
年
建
設
工
事
を
進
め
る
。

松
田

13
年
病
院
改
築
の
答
申
か
ら

16
年
経
過
、
戸
田
町
長
の
公
約
か
ら

約
５
年
、
今
度
は
町
長
任
期
後
の
33

年
に
完
成
と
言
っ
て
い
る
が
、
過
去

の
先
送
り
経
過
か
ら
本
当
に
病
院
を

改
築
す
る
気
が
あ
る
の
か

町
長

病
院
改
築
す
る
。

松
田

25
年
９
月
11
日
町
長
の
病
院

原
則
廃
止
か
ら
病
院
を
守
る
友
の
会

が
立
ち
上
が
り
４
６
１
２
名
の
署
名

を
集
め
受
け
取
っ
て
い
る
が
友
の
会

の
声
、
意
見
等
を
ど
の
よ
う
に
生
か

さ
れ
る
の
か

町
長

友
の
会
の
意
見
、
要
望
は
町
民

力
と
思
っ
て
い
る
。

副
町
長

友
の
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
評
価
を
し
て
い
る
。
要
望
、
意
見
に

つ
い
て
は
し
っ
か
り
聞
い
て
実
現
に
向

け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

松
田

高
齢
化
率
が
限
り
な
く
50
％

に
近
づ
く
こ
と
か
ら
、
介
護
老
人
保

健
施
設
き
た
こ
ぶ
し
の
存
続
と
人
工

透
析
患
者
74
名
、
４
０
０
名
以
上
の

予
備
軍
が
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

介
護
施
設
、
人
工
透
析
診
療
科
は
絶

対
必
要
と
考
え
る
が

町
長

介
護
老
人
保
健
施
設
の
方
向
性
、

人
工
透
析
診
療
の
実
施
は
厳
し
い
も
の

と
捉
え
て
い
る
。

松
田

平
成
６
年
に
導
入
し
て
23
年

に
な
る
循
環
バ
ス
元
気
号
の
運
行
の

実
態
、
利
用
者
減
少
の
実
態
に
つ
い

て
は
平
成
12
年
６
万
７
０
０
０
人
利

用
さ
れ
て
い
た
27
年
度
２
万
７
４
６

３
人
、
減
少
の
原
因
は

町
長

路
線
の
延
長
や
乗
り
継
ぎ
に
よ

る
乗
車
時
間
が
長
く
な
っ
た
こ
と
や
時

刻
の
変
更
が
考
え
ら
れ
る
。

松
田

地
域
の
実
情
に
照
ら
し
、
利

便
性
を
重
視
し
た
運
行
体
制
の
見
直

し
は

町
長

町
内
全
域
の
実
情
に
合
わ
せ
調

査
、
検
討
、
地
域
住
民
や
交
通
網
の
見

直
し
を
進
め
て
い
く
。

松
田

新
し
い
運
行
体
制
ま
で
待
て

な
い
。
改
正
前
の
運
行
体
制
に
即
戻

す
政
治
判
断
が
必
要
で
は
な
い
か

町
長

改
正
前
に
戻
す
こ
と
は
考
え
て

は
い
な
い
が
、
次
の
改
正
ま
で
不
便
や

利
用
で
き
な
い
と
い
う
方
々
の
た
め
に

早
期
に
実
施
可
能
な
実
証
実
験
の
手
法

に
よ
り
、
町
立
病
院
か
ら
虎
杖
浜
方
面

ま
で
帰
宅
す
る
際
の
追
加
運
行
を
行
う
。

松
田

地
域
担
当
職
員
制
度
か
ら
集

落
支
援
員
に
代
わ
り
、
募
集
し
て
い

る
経
緯
は

町
長

地
域
担
当
職
員
が
行
っ
て
き
た

業
務
が
集
落
支
援
制
度
と
類
似
の
業
務

で
あ
り
、
補
助
金
を
も
ら
う
た
め
に
制

度
を
活
用
し
た
。
募
集
は
「
集
落
支
援

員
」
、
町
の
呼
称
は
地
域
担
当
員
と
し

て
任
用
す
る
。

松
田

何
で
も
補
助
金
を
使
え
ば
い

い
と
い
う
も
の
で
も
な
い
、
失
敗
す

る
と
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

港
・
特
に
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
は
補
助

金
返
還
で
き
な
く
、
や
め
る
に
や
め

ら
れ
ず
無
駄
な
事
業
を
続
け
て
い
る
。

28
年
度
も
約
１
億
２
０
０
０
万
円
無

駄
に
し
て
い
る
が

町
長

今
後
決
意
を
新
た
に
町
民
の
た

め
に
な
る
補
助
制
度
を
議
会
と
議
論
を

重
ね
て
進
め
て
い
く
。

松
田

集
落
と
し
た
政
策
は
地
域
疲

弊
を
さ
ら
け
出
し
、
ま
ち
づ
く
り
の

マ
イ
ナ
ス
に
な
ら
な
い
か
。
町
の
人

口
は
昭
和
10
年
６
５
６
２
人
、
２
０

６
０
年
（
平
成
72
年
）
６
５
０
９
人

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
多
文
化
の
ま

ち
づ
く
り
は
集
落
に
な
ら
な
い
ま
ち

づ
く
り
で
は
な
い
の
か

町
長

集
落
対
策
に
対
す
る
考
え
方
の

違
い
と
思
っ
て
い
る
。

質 問

町
立
病
院
の
改
築
・
元
気
号
・

地
域
担
当
制
度
に
つ
い
て

町  長  公  約町  長  公  約

松
田　

謙
吾
議
員

Ｑ　元気号の利用者が困っている、
　　　政治判断すべき

Ａ　町立病院から虎杖浜方面まで
　　　帰宅する際の追加運行を行う
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こ
と
で
、
財
政
負
担
を
軽
減
・
平
準
化

す
る
こ
と
を
目
指
す
。

　

ま
た
最
適
な
配
置
を
実
現
す
る
こ
と

が
必
要
と
し
て
、
「
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
策
定
指
針
」
を
地
方
自
治
体

に
示
し
た
。
（
平
成
26
年
４
月
通
達
）

②　

計
画
に
記
載
す
べ
き
事
項

・
公
共
施
設
等
の
現
況
と
将
来
の
見
通

しア　

計
画
期
間
（
10
年
以
上
と
す
る
こ

と
）

イ　

全
庁
的
な
取
り
組
み
体
制
の
構
築

及
び
、
情
報
管
理
と
共
有
方
策

ウ　

現
状
や
課
題
に
関
す
る
基
本
認
識

エ　

公
共
施
設
等
の
管
理
に
関
す
る
基

本
的
な
考
え
方

・
施
設
類
型
ご
と
の
管
理
に
関
す
る
基

本
的
な
方
針

③　

計
画
の
記
載
内
容
（
イ
メ
ー
ジ
）

・
施
設
の
長
寿
命
化
と
、
維
持
改
修
コ

ス
ト
の
縮
減
と
平
準
化
を
図
る

・
住
民
参
加
・
民
間
活
用
を
推
し
進
め

る・
コ
ン
パ
ク
ト
な
町
づ
く
り
と
適
正
な

施
設
配
置

・
安
全
・
安
心
な
施
設
の
提
供

・
公
共
施
設
の
量
と
コ
ス
ト
の
削
減

（
例
え
ば
数
値
目
標
：
総
床
面
積
を
○

○
年
で
○
○
％
削
減
な
ど
）

④　

計
画
の
策
定
状
況

・
全
て
の
都
道
府
県
と
市
区
町
村
に
お

い
て
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
策

定
予
定

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
は
、「
公

共
施
設
等
管
理
計
画
」
に
つ
い
て
定

例
会
６
月
会
議
で
中
間
報
告
を
行
っ

た
。

公
共
施
設
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て

①　

公
共
施
設
を
取
り
巻
く
課
題

・
施
設
の
老
朽
化

　

高
度
経
済
成
長
期
に
整
備
さ
れ
た
公

共
施
設
の
老
朽
化
が
顕
著
で
あ
り
、
一

斉
に
更
新
時
期
を
迎
え
て
い
る
。

・
ニ
ー
ズ
の
変
化

　

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
よ
っ
て

町
民
ニ
ー
ズ
に
乖
離
が
生
じ
て
い
る
。

・
厳
し
い
自
治
体
財
政

　

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
な
ど
に
よ
っ

て
自
治
体
財
政
が
厳
し
い
な
か
、
公
共

施
設
の
維
持
更
新
費
用
が
大
き
な
重
荷

に
な
っ
て
い
る
。

②　

白
老
町
の
公
共
施
設
の
現
状

・
本
町
の
人
口
一
人
当
た
り
の
公
共
施

設
の
延
べ
床
面
積
は
７
・
９
５
平
方

メ
ー
ト
ル
で
、
全
国
の
３
・
７
４
平
方

メ
ー
ト
ル
の
二
倍
以
上
と
な
っ
て
い
る
。

・
建
設
時
期
で
は
１
９
７
０
年
代
が
最

も
多
く
、
築
40
か
ら
50
年
が
経
過
し
老

朽
化
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
つ
い
て

①　

計
画
策
定
の
取
り
組
み

・
国
は
公
共
施
設
等
の
全
体
を
把
握
し
、

長
期
的
な
視
点
を
も
っ
て
更
新
・
統
廃

合
・
長
寿
命
化
な
ど
を
計
画
的
に
行
う

・
平
成
28
年
度
ま
で
に
99
・
２
％
の
自

治
体
に
お
い
て
策
定
予
定

・
道
内
で
は
、
平
成
27
年
10
月
現
在
49
、

平
成
28
年
度
で
は
１
２
２
の
自
治
体
が

策
定
予
定

⑤　

今
後
の
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
施
設
所
管
課
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
実
施

・
庁
内
検
討
会
議
を
経
て
平
成
28
年
10

月
ま
で
に
計
画
（
案
）
を
作
成
し
、
そ

の
後
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
議
会
で

の
議
論
を
集
約
し
、
今
年
度
中
に
計
画

を
策
定

計
画
策
定
後
、
実
施
に
向
け
て

①　

本
計
画
を
公
共
施
設
全
般
の
考
え

方
と
施
設
用
途
別
の
基
本
的
な
考
え
方

に
分
別
す
る
。

　

さ
ら
に
各
個
別
計
画
に
振
り
分
け
、

公
共
施
設
複
合
化
建
替
基
本
構
想
や
、

集
会
施
設
統
廃
合
計
画
、
遊
休
施
設
活

用
・
除
却
計
画
な
ど
の
策
定
。

②　

公
共
施
設
の
情
報
共
有
と
庁
内
検

討
体
制
を
構
築
し
、
各
公
共
施
設
を
管

理
す
る
担
当
課
と
の
横
断
的
な
検
討
組

織
を
編
成
す
る
。

　

ま
た
、
財
政
課
が
情
報
共
有
と
一
元

化
・
定
期
更
新
（
資
産
台
帳
・
公
会
計

シ
ス
テ
ム
）
を
推
進
す
る
。

③　

計
画
の
見
直
し
に
は
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
を
活
用
し
、
町
民
参
加
の
も
と

で
見
直
し
を
行
う
。

委
員
会
意
見

　

高
度
経
済
成
長
期
に
集
中
的
に
整
備

さ
れ
た
公
共
施
設
の
老
朽
化
の
問
題
と
、

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
伴
う
余
剰

施
設
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
町
民
の
利

用
ニ
ー
ズ
に
乖
離
が
生
じ
て
い
る
。

　

計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
特
に
点

検
・
診
断
・
維
持
管
理
・
修
繕
・
更

新
・
安
全
確
保
・
耐
震
化
・
長
寿
命
化

な
ど
の
実
施
方
針
や
、
統
廃
合
の
推
進

方
針
、
施
設
類
型
ご
と
の
管
理
に
関
す

る
基
本
的
方
針
を
記
載
し
、
総
合
的
か

つ
計
画
的
な
管
理
を
実
現
す
る
た
め
の

体
制
の
構
築
な
ど
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
施
設
を
利
用
す
る
地
域
住
民
の

意
見
を
反
映
し
た
計
画
策
定
が
必
須
と

考
え
る
。

　

一
方
、
公
共
施
設
の
維
持
管
理
に
は

多
額
の
財
政
負
担
が
伴
う
た
め
、
財
政

健
全
化
プ
ラ
ン
と
の
整
合
性
を
図
る
べ

き
で
あ
る
。

　

本
委
員
会
は
こ
の
計
画
策
定
が
、
将

来
の
町
づ
く
り
に
大
変
重
要
な
課
題
と

捉
え
、
今
後
も
引
き
続
き
調
査
を
行
う

こ
と
と
し
、
今
回
は
中
間
報
告
を
行
う
。

公共施設等総合管理計画について
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さ
り
、
26
年
度
は
81
名
の
町
民
の
方
々

に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

し
か
し
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

対
象
の
地
域
（
町
内
会
）
を
限
定
し
、

よ
り
地
域
に
身
近
な
意
見
を
聞
く
と
い

う
発
想
の
も
と
、
１
０
５
町
内
会
全
て

を
２
カ
年
か
け
て
実
施
し
た
懇
談
会
で

あ
っ
た
た
め
、
参
加
い
た
だ
い
た
方
々

の
人
数
だ
け
を
見
れ
ば
当
初
の
目
的
は

達
成
で
き
た
も
の
と
考
え
る
が
、
対
象

を
限
定
し
、
全
町
２
カ
年
か
け
て
実
施

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
タ
イ
ム
リ
ー
な

問
題
で
懇
談
会
を
実
施
で
き
な
か
っ
た

地
域
が
あ
り
、
「
広
く
町
民
の
声
を
拝

聴
す
る
」
と
い
う
本
来
の
目
的
か
ら
見

れ
ば
、
大
き
な
反
省
点
と
し
て
今
後
の

懇
談
会
の
持
ち
方
を
考
え
る
必
要
が

あ
っ
た
。

　

そ
う
し
た
反
省
点
に
基
づ
き
実
施
し

た
今
年
度
の
懇
談
会
に
は
、
１
６
２
人

の
参
加
者
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
よ

り
充
実
し
た
懇
談
会
に
な
っ
た
も
の
と

考
え
て
い
る
が
、
本
年
度
も
若
い
方
々

の
参
加
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
若

い
世
代
の
声
を
い
か
に
拝
聴
す
る
か
が

今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　

懇
談
内
容
に
お
い
て
特
に
意
見
の
多

か
っ
た
項
目
に
つ
い
て
は
、
所
管
事
務

調
査
を
行
う
ほ
か
、
各
議
員
が
一
般
質

問
等
を
通
し
町
民
生
活
の
環
境
改
善
に

努
力
し
、
行
政
に
対
し
て
の
意
見
要
望

に
つ
い
て
は
、
た
だ
行
政
側
に
届
け
る

だ
け
で
は
な
く
議
会
と
し
て
議
論
す
る

場
（
政
策
研
究
）
が
必
要
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

ま
た
、
今
回
い
た
だ
い
た
意
見
・
要

望
に
対
す
る
回
答
は
、
議
会
だ
よ
り
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
情
報
提
供
を
行

う
ほ
か
、
参
加
い
た
だ
い
た
全
て
の
町

内
会
に
報
告
書
を
届
け
る
こ
と
に
よ
り
、

今
後
さ
ら
な
る
双
方
向
で
の
意
見
交
換

が
図
ら
れ
、
よ
り
有
意
義
な
懇
談
会
と

な
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
後
も
引
き
続

き
創
意
工
夫
に
努
め
、
よ
り
効
果
的
で

充
実
し
た
懇
談
会
と
な
る
よ
う
進
め
て

い
く
も
の
で
あ
る
。

　

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
は
、
議
会

懇
談
会
、
町
内
の
活
動
団
体
と
の
意

見
交
換
及
び
議
会
広
報
１
５
５
号
の

編
集
・
発
行
・
調
査
研
究
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
定
例
会
６
月
会
議
で
報

告
し
た
。

　

本
年
度
の
議
会
懇
談
会
は
、
５
月
17
、

18
、
19
日
の
３
日
間
、
町
内
の
全
地
域

20
会
場
で
実
施
し
た
。
議
会
懇
談
会
の

定
期
開
催
は
平
成
20
年
度
か
ら
始
ま
り
、

平
成
23
年
・
27
年
度
の
改
選
期
を
除
き
、

本
年
で
７
回
目
と
な
っ
た
。

　

こ
の
間
、
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て

「
広
く
町
民
の
声
を
拝
聴
す
る
」
と
い

う
目
的
に
添
い
、
期
日
・
会
場
・
周
知

啓
蒙
へ
の
工
夫
の
ほ
か
、
運
営
の
方
法
、

意
見
・
要
望
の
事
後
処
理
等
に
可
能
な

限
り
配
慮
を
尽
く
し
て
実
施
し
て
き
た

が
、
参
加
者
数
は
平
成
22
年
度
の
84
名

を
最
高
に
、
24
年
度
は
53
名
と
な
り
、

会
場
に
よ
っ
て
は
議
員
数
よ
り
参
加
者

が
少
な
い
場
合
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
「
一
人
で
も

多
く
の
地
域
の
声
を
」
と
の
思
い
で
、

平
成
25
、
26
年
度
か
ら
は
、
ポ
ス
タ
ー

の
掲
示
や
・
配
布
物
で
町
民
参
加
を
募

る
従
来
の
手
法
を
見
直
し
、
町
内
会
連

合
会
の
協
力
の
も
と
議
員
が
自
ら
地
域

に
足
を
運
び
、
町
内
会
長
さ
ん
に
も
地

域
住
民
へ
の
声
掛
け
な
ど
応
援
を
い
た

だ
い
た
結
果
、
25
年
度
は
過
去
最
高
と

な
る
89
名
の
方
々
が
参
加
者
し
て
く
だ

活発な議論が交わされた竹浦コミセン

日　　時 会　　　場 班 来場者数

5/17
㈫

午後
１時30分

石山青葉町内会館 Ａ 6人
白老生活館 Ｂ 4人
虎杖浜臨海会館 Ｃ 14人
萩野生活館 Ｄ 7人

午後
６時30分

萩野児童館 Ａ 4人
虎杖浜生活館 Ｂ 3人
虎杖浜公民館 Ｃ 22人
社台生活館 Ｄ 6人

5/18
㈬

午後
１時30分

萩野公民館 Ａ 9人
白老コミセン Ｂ 6人
竹浦ふれあい会館 Ｃ 12人
総合保健福祉センター Ｄ 4人

午後
６時30分

川沿生活館 Ａ 8人
緑丘福祉館 Ｂ 0人
栄町町内会館 Ｃ 5人
竹浦コミセン Ｄ 9人

5/19
㈭

午後
１時30分

消防庁舎 Ａ 5人
末広第一町内会館 Ｂ 6人
白老中央生活館 Ｃ 9人
ふれあいプラザ Ｄ 23人

議　会　懇　談　会
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Ｐ
Ｒ

・
「
お
も
て
な
し
」
の
観
点
か
ら
日
常

的
に
使
う
ア
イ
ヌ
語
の
習
得

・
飲
食
店
で
ア
イ
ヌ
文
化
に
つ
な
が
る

メ
ニ
ュ
ー
作
成

②　

ア
イ
ヌ
文
化
の
普
及
啓
発
の
た
め

継
続
的
な
学
校
教
育

③　

大
人
に
対
す
る
ア
イ
ヌ
文
化
教
育

が
重
要

④　

生
活
館
の
老
朽
化
対
策

⑶　

懇
談
に
つ
い
て

　

白
老
ア
イ
ヌ
協
会
と
の
懇
談
は
今
回

が
初
め
て
と
な
る
が
、
２
０
２
０
年
の

民
族
共
生
象
徴
空
間
開
設
を
見
据
え
た

課
題
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換

が
な
さ
れ
、
有
意
義
な
懇
談
と
な
っ
た
。

産
業
厚
生
分
科
会

●
白
老
建
設
協
会
と
の
懇
談

⑴　

建
設
業
を
取
り
巻
く
現
状

　

白
老
町
内
の
建
設
業
界
の
現
状
と
し

て
は
、
公
共
工
事
の
発
注
減
に
よ
り
依

然
と
し
て
厳
し
く
、
業
界
に
よ
っ
て
は

生
き
残
り
の
た
め
町
外
で
の
仕
事
受
注

に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
建
設
業
会
と
し
て
「
協
同

組
合
」
を
設
立
し
、
昨
年
か
ら
試
験
的

に
町
営
住
宅
の
維
持
・
修
繕
業
務
を
受

託
し
、
今
年
度
か
ら
は
学
校
施
設
の
維

持
・
修
繕
業
務
も
受
託
し
て
い
る
。

　

建
設
協
会
が
窓
口
に
な
る
こ
と
で
修

繕
業
務
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
入
居
者
の

相
談
に
も
丁
寧
に
対
応
し
て
い
る
こ
と

か
ら
好
評
を
得
て
い
る
。
ま
た
、
２
名

の
専
門
職
員
を
配
置
し
協
会
員
委
員
以

総
務
文
教
分
科
会

●
白
老
ア
イ
ヌ
協
会
と
の
懇
談

⑴　

白
老
ア
イ
ヌ
協
会
の
沿
革
と
現
況

　

昭
和
21
年
３
月
、
社
団
法
人
北
海
道

ア
イ
ヌ
協
会
が
設
立
さ
れ
、
白
老
か
ら

は
理
事
と
し
て
森
竹
竹
市
氏
が
加
わ
り

設
立
と
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
。

　

昭
和
23
年
４
月
に
ア
イ
ヌ
協
会
白
老

支
部
を
設
立
、
支
部
の
会
員
数
が
伸
び

な
い
な
ど
活
動
の
停
滞
が
続
い
た
が
、

北
海
道
が
昭
和
49
年
・
50
年
に
か
け
て

実
施
し
た
第
１
次
ウ
タ
リ
福
祉
対
策
に

国
も
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
予
算
化
。
白

老
町
に
生
活
相
談
員
の
配
置
を
機
に
会

員
数
も
飛
躍
的
に
伸
び
現
在
に
至
る
。

　

昭
和
50
年
以
降
、
ア
イ
ヌ
文
化
伝
承

教
室
や
ア
イ
ヌ
語
教
室
な
ど
文
化
伝
承

面
で
の
事
業
や
先
祖
供
養
祭
な
ど
、
儀

礼
を
伝
承
し
、
精
神
文
化
を
尊
重
す
る

事
業
な
ど
を
現
在
ま
で
継
続
実
施
。

　

平
成
26
年
４
月
、
協
会
本
部
が
公
益

社
団
法
人
北
海
道
ア
イ
ヌ
協
会
と
し
て

認
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
「
白
老
ア
イ

ヌ
協
会
」
に
名
称
変
更
。

　

平
成
28
年
５
月
現
在
、
会
員
数
は

２
３
６
名
で
49
の
各
地
区
ア
イ
ヌ
協
会

中
２
番
目
の
大
き
さ
。
設
立
70
周
年
を

迎
え
る
た
め
、
平
成
29
年
１
月
20
・
21

日
に
記
念
式
典
を
行
う
予
定
。

⑵　

意
見
要
望

①　

民
族
共
生
象
徴
空
間
開
設
に
向
け

て・
「
ア
イ
ヌ
文
化
の
町
」
宣
言

・
町
民
に
向
け
て
の
Ｐ
Ｒ
強
化
と
全
国

外
の
業
者
も
取
り
込
ん
で
業
務
を
実
施

し
て
い
る
の
で
、
雇
用
の
確
保
や
町
内

事
業
者
の
経
営
安
定
化
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。

⑵　

意
見
要
望

①　

町
が
自
前
で
実
施
し
て
い
る
業
務

（
公
園
の
遊
具
点
検
・
道
路
パ
ト
ロ
ー

ル
・
草
刈
り
）
等
の
業
務
受
注

②　

象
徴
空
間
周
辺
整
備
と
し
て
町
が

確
実
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業

が
あ
る
。
町
外
に
仕
事
が
流
れ
な
い
よ

う
、
前
倒
し
を
含
め
計
画
的
に
発
注

③　

建
設
業
界
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
。
町
と
し
て
も
技
術
者
育
成
の
対
策

必
要

④　

計
画
的
に
労
働
者
を
確
保
す
る
為
、

発
注
計
画
に
沿
っ
た
発
注
が
必
要

⑤　

な
る
べ
く
冬
季
工
事
に
な
ら
な
い

よ
う
（
必
要
以
上
の
経
費
負
担
）
発
注

時
期
の
配
慮
必
要

⑶　

懇
談
に
つ
い
て

　

町
内
の
主
要
産
業
の
一
つ
で
あ
る
建

設
業
の
現
状
・
課
題
に
つ
い
て
の
意
見

交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
町
内
経
済
活

性
化
の
起
爆
剤
と
な
り
え
る
「
象
徴
空

間
」
周
辺
整
備
を
含
め
た
今
後
の
町
づ

く
り
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
な
さ
れ
、

有
意
義
な
懇
談
と
な
っ
た
。

小
委
員
会
の
活
動

　

議
会
広
報
第
１
５
５
号
の
編
集
・
発

行

■　

定
例
会
・
委
員
会
等

【
４
月
】

13
日　

広
報
広
聴
小
委
員
会

28
日　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

【
５
月
】

11
日　

議
会
運
営
委
員
会

13
日　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

17
〜
19
日　

議
会
懇
談
会（
20
会
場
）

23
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

全
員
協
議
会

26
日　

総
務
文
教
分
科
会

31
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

定
例
会
５
月
会
議

　
　
　

民
族
共
生
の
象
徴
と
な
る
空
間

　
　
　

整
備
促
進
・
活
性
化
に
関
す
る

　
　
　

調
査
特
別
委
員
会

【
６
月
】

１
日　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　

産
業
厚
生
分
科
会

10
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

広
報
広
聴
小
委
員
会

17
日　

議
案
説
明
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

総
務
文
教
協
議
会

21
〜
23
日　

定
例
会
６
月
会
議

■　

視
察
対
応

【
６
月
】

２
日　

三
重
県
松
阪
市
議
会　

15
名

８
日　

宮
城
県
仙
台
市
議
会　

10
名

白老アイヌ協会・白老建設協会との懇談
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４
月
14
日
、
16
日
の
両
日
に
震
度

７
の
地
震
が
熊
本
県
熊
本
地
方
を
襲

っ
た
。
被
災
さ
れ
た
方
々
に
は
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
地
震
の
特
徴
は
、
前
震
、

本
震
、
こ
の
二
度
の
揺
れ
で
被
害
を

大
き
く
し
た
前
例
の
な
い
と
言
わ
れ

る
地
震
だ
っ
た
。
「
火
山
列
島
日

本
」
、
「
い
つ
ど
こ
で
」
の
予
知
に

な
る
と
難
し
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

過
去
の
出
来
事
を
知
り
一
人
ひ
と
り

現
在
を
行
き
抜
く
知
恵
を
養
っ
て
い

き
た
い
。
２
０
２
０
年
に
「
国
立
ア

イ
ヌ
民
族
博
物
館
」
が
開
館
す
る
こ

と
に
よ
り
白
老
町
に
大
き
な
風
が
吹

こ
う
と
し
て
い
る
。
博
物
館
の
開
館

に
伴
う
周
辺
整
備
事
業
に
よ
り
町
は

変
わ
る
の
か
。
町
は
「
人
口
減
少
」、

「
高
齢
化
」、「
子
育
て
支
援
」、「
病

院
改
築
」、「
元
気
号
」
等
の
課
題
が

山
積
し
て
い
る
が
、
２
０
２
０
年
は

町
の
「
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
」
だ
。

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
政
策
の
実
行

で
町
を
活
性
化
し
て
町
民
の
満
足
度

の
高
い
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
ほ
し
い
。

議
会
も
個
々
の
課
題
を
見
極
め
取
り

組
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

前
例
が
な
い
と
か
想
定
外
は
許
さ
れ

な
い
。

　

「
白
老
丸
」
順
風
満
帆
の
風
を
受

け
て
次
の
寄
港
地
に
無
事
着
岸
を
願

う
も
の
だ
。

（
７
月
８
日　

記　

本
間　

広
朗
）

平
成
28年

7月
31日

発
行

編
集
・
発
行
／
〒
059-0995 北

海
道
白
老
郡
白
老
町
大
町
1-1-1

　
　
　
　
　
　
白
老
町
議
会
広
報
広
聴
小
委
員
会
（
☎
0144-82-6620）

印
刷
／
ひ
ま
わ
り
印
刷
株
式
会
社 編　

集　

後　

記

■日時
　９月２日（金）　10時　議案説明会
　　　６日（火）　10時　一般質問
　　　７日（水）　10時　一般質問
　　　８日（木）　10時　一般質問予備日、一般議案
　　　13日（火）　10時　決算審査特別委員会
　　　14日（水）　10時　決算審査特別委員会
　　　15日（木）　10時　決算審査特別委員会
　　　16日（金）　10時　一般議案
　　　20日（火）　10時　予備日

■会場　役場議会議事堂
＊変更になることもありますので、詳しい日程は
議会事務局までお問い合わせください。
℡８２－６６２０（直通）

　

議会では、第３次議会改革の取り組みとして、傍
聴される方が会議の内容を理解しやすいよう、議
案の貸し出しや審議資料を配付しています。ぜひ
ご利用ください。

◎
定
例
会
５
月
会
議

▼
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▼
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

◎
定
例
会
６
月
会
議

▼
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▼
白
老
町
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

◎
定
例
会
５
月
会
議

▼
白
老
町
付
属
機
関
の
設
置
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

▼
白
老
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◎
定
例
会
６
月
会
議

▼
白
老
町
付
属
機
関
の
設
置
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

▼
白
老
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
白
老
町
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

性
能
向
上
計
画
認
定
手
数
料
等
徴
収
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
白
老
町
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画

に
関
す
る
認
定
手
数
料
等
徴
収
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て▼
白
老
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
白
老
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

▼
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◎
定
例
会
５
月
会
議

▼
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
平
成

27
年
度
白
老
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
12
号
）
）

▼
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
白
老

町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
）

◎
定
例
会
６
月
会
議

▼
平
成
27
年
度
白
老
町
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

▼
白
老
町
が
出
資
等
を
し
て
い
る
法
人

の
経
営
状
況
説
明
書
の
提
出
に
つ
い
て

（
1
）
株
式
会
社
白
老
振
興
公
社
平
成

27
年
度
事
業
報
告
及
び
平
成
28
年
度
事

業
計
画

（
2
）
一
般
財
団
法
人
白
老
町
体
育
協

会
平
成
27
年
度
事
業
報
告
及
び
平
成
28

年
度
事
業
計
画

▼
白
老
町
国
民
保
護
計
画
の
変
更
に
係

る
報
告
に
つ
い
て

▼
例
月
出
納
検
査
の
結
果
報
告

◎
定
例
会
６
月
会
議

▼
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
に
対
す
る
支
援
の

充
実
に
関
す
る
意
見
書

▼
次
期
介
護
保
険
制
度
改
正
に
お
け
る

福
祉
用
具
、
住
宅
改
修
の
見
直
し
に
関

す
る
意
見
書

▼
貸
し
切
り
バ
ス
事
業
へ
の
「
規
制
緩

和
」
見
直
し
と
運
転
手
の
労
働
条
件
改

善
を
求
め
る
意
見
書

▼
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
拡
充

を
求
め
る
意
見
書

◎
定
例
会
６
月
会
議

▼
特
別
委
員
会
の
名
称
変
更
に
つ
い
て

▼
議
員
の
派
遣
承
認

▼
委
員
会
所
管
事
務
調
査
の
報
告

（
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
）

▼
委
員
会
所
管
事
務
調
査
の
中
間
報
告

（
総
務
文
教
常
任
委
員
会
）

◎
定
例
会
６
月
会
議

▼
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約

の
変
更
に
つ
い
て

▼
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

▼
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補

償
等
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

報　

告

発
議
案
等

条　

例

予　

算

意
見
書

そ
の
他

定
例
会
５
・
６
月
会
議

〜
こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
〜
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